（別紙）
産業廃棄物処理施設における維持管理（焼却施設）
○○市（以下「甲」という。）及び○○（事業者名）（以下「乙」という。）による平成○年○月○日付けの生活環境の保全等に関する協定第５条第４号の規定によるばい煙、ばいじん及び放流水の維持管理は、次のとおりとする。
（検査項目等）

第１条　乙が維持管理のため実施するモニタリング検査の項目、頻度、採取場所及び遵守すべき基準値は、別表１のとおりとする。

（検査の方法）

第２条　乙は、前条に規定する検査のための採取及び分析については、甲の合意を得た第三者機関に委託して実施するものとする。

２　前条の項目のうち、甲の合意を得た項目については、乙の自主検査にかえることができるものとする。

（費用負担）

第３条　前条に規定する検査の実施に要する経費は、乙の負担とする。

（結果の報告）

第４条　乙は、検査の結果について、分析を行う第三者機関に対して、甲乙それぞれに直接送付するよう指示するものとする。また、自主検査については、検査結果判明後、速やかに甲に送付するものとする。

（協議）

第５条　甲は、乙と協議し、必要に応じ第１条に規定するモニタリング検査の項目、頻度、採取場所及び基準値について追加し、若しくは法令に抵触しない限度において変更し、又は削除させることができる。

（別表１）　調査対象、項目、時期、頻度、採取場所及び遵守すべき基準値

	対象
	項目
	時期
	頻度
	採取場所
	基準値
	備考

	ばい煙
	ダイオキシン類
	焼却期間中
	年１回以上
	煙突測定口
	0.1ng-TEQ/m３
	

	
	硫黄酸化物
	焼却期間中
	２月に１回以上
	
	大気汚染防止法等に定める基準値
	

	
	窒素酸化物
	焼却期間中
	６月に１回以上
	
	
	

	
	塩化水素
	焼却期間中
	６月に１回以上
	
	700mg/Nm3
	

	
	ばいじん
	焼却期間中
	６月に１回以上
	
	0.04g/Nm３
	

	放流水（※）
	(1) 放流水に係る検査項目（別表２のとおり。但し(2)を除く。）
	焼却期間中
	年１回以上
	廃ガス洗浄施設等の放流口（又は地下浸透口）
	別表２のとおり
	

	
	(2) 水素イオン濃度、生物化学的酸素要求量、化学的酸素要求量、浮遊物質量、窒素含有量（※）
	焼却期間中
	月１回以上
	
	
	

	ばいじん、燃え殻、排ガス洗浄施設の汚泥
	ダイオキシン類
	焼却期間中
	年１回以上
	
	3ng-TEQ/g以下（含有基準）
	


· 海域及び湖沼に排出される場合については化学的酸素要求量、それ以外の公共用水域に排出される場合には生物化学的酸素要求量の検査を行う。また、窒素含有量については、環境大臣が定める海域及びこれらに流入する公共用水域に排出される場合に限って適用される。
（別表２）放流水に係る検査項目及び基準値
	検査項目
	許容限度
	検査項目
	許容限度

	水素イオン濃度

	(海域)5.0～9.0
(海域以外)

5.8～8.6
	砒素及びその化合物
	0.1mg／ℓ以下

	
	
	シアン化合物
	1mg／ℓ以下

	
	
	ポリ塩化ビフェニル(PCB)
	0.003mg／ℓ以下

	生物化学的酸素要求量（BOD）
	160mg／ℓ（日間平均120mg／ℓ）
	
	

	
	
	トリクロロエチレン
	0.3mg／ℓ以下

	化学的酸素要求量（COD）
	160mg／ℓ（日間平均120mg／ℓ）
	テトラクロロエチレン
	0.1mg／ℓ以下

	浮遊物質量（SS）
	200mg／ℓ（日間平均150mg／ℓ）
	ジクロロメタン
	0.2mg／ℓ以下

	ノルマルヘキサン抽出物質含有量
	鉱油類
	5mg／ℓ
	四塩化炭素
	0.02mg／ℓ以下

	
	動植物油脂類
	30mg／ℓ
	1.2－ジクロロエタン
	0.04mg／ℓ以下

	
	
	
	1.1－ジクロロエチレン
	0.2mg／ℓ以下

	フェノール類含有量
	5mg／ℓ
	シス－1.2－ジクロロエチレン
	0.4mg／ℓ以下

	銅含有量
	3mg／ℓ
	
	

	亜鉛含有量
	2mg／ℓ
	1.1.1－トリクロロエタン
	3mg／ℓ以下

	溶解性鉄含有量
	10mg／ℓ
	1.1.2－トリクロロエタン
	0.06mg／ℓ以下

	溶解性マンガン含有量
	10mg／ℓ
	1.3－ジクロロプロペン
	0.02mg／ℓ以下

	クロム含有量
	2mg／ℓ
	チウラム
	0.06mg／ℓ以下

	大腸菌群数
	日間平均
3,000個／cm3
	シマジン
	0.03mg／ℓ以下

	
	
	チオベンカルブ
	0.2mg／ℓ以下

	窒素含有量
	120mg／ℓ(日間平均60 mg／ℓ）
	ベンゼン
	0.1mg／ℓ以下

	
	
	セレン及びその化合物
	0.1mg／ℓ以下

	燐含有量
	16mg／ℓ(日間平均8 mg／ℓ）
	ほう素及びその化合物
	(海域)230mg／ℓ以下

	
	
	
	(海域以外)10mg／ℓ以下

	アルキル水銀化合物
	検出されないこと。
	
	

	
	
	ふっ素及びその化合物
	(海域)15mg／ℓ以下

	水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物
	0.005mg／ℓ以下
	
	(海域以外)8mg／ℓ以下

	カドミウム及びその化合物
	0.1mg／ℓ以下
	アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物
	アンモニア性硝酸に0.4を乗じたもの、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計量100mg／ℓ以下

	鉛及びその化合物
	0.1mg／ℓ以下
	
	

	有機燐化合物(ﾊﾟﾗﾁｵﾝ､ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾁｵﾝ､ﾒﾁﾙｼﾞﾒﾄﾝ及びEPNに限る｡)
	1mg／ℓ以下
	
	

	六価クロム化合物
	0.5mg／ℓ以下
	ダイオキシン類
	10pg-TEQ／ℓ以下

	1.BODについての排水基準は、海域及び湖沼以外の公共用水域に排出される排出水に限って適用し、CODについての排水基準は、海域及び湖沼に排出される排出水に限って適用する。
2.窒素含有量及び燐含有量については、環境大臣が定める海域及びこれらに流入する公共用水域に排出される排出水に限って適用する。
3.｢検出されないこと｡｣とは、環境大臣が定める方法により検定した場合において、その結果が当該検定方法の定量限界を下回ることをいう。
4.ほう素及びその化合物、ふっ素及びその化合物、アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物の基準は、当分の間の経過措置。


